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〈
書
　
評
〉関
幸
彦
著
『
国
衙
機
構
の
研
究
1
「
在
国
司
職
」
研
究
序
説
ー
』
中
　
込
　
律
　
子
　
本
書
は
中
世
前
期
の
国
衙
機
構
の
解
明
を
、
従
来
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
「
在
国
司
職
」
を
通
し
て
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
関
氏
は
既
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
四
篇
の
論
稿
を
公
に
さ
れ
た
が
、
本
書
は
こ
れ
を
大
幅
に
改
変
し
更
に
新
稿
も
加
え
、
首
尾
一
貫
し
た
構
成
に
組
み
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
先
に
『
研
究
史
地
頭
』
を
刊
行
さ
れ
た
が
、
御
自
身
の
研
究
と
し
て
は
こ
れ
が
初
め
て
の
著
書
と
な
る
。
短
期
間
の
う
ち
に
こ
れ
だ
け
の
御
仕
事
を
な
さ
れ
る
氏
の
熱
意
と
御
努
力
に
、
日
頃
よ
り
感
服
し
て
お
り
、
研
究
の
成
果
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
　
本
書
の
構
成
を
次
に
示
す
。
　
　
序
章
　
研
究
史
の
整
理
と
問
題
の
所
在
　
　
第
一
章
　
「
在
国
司
職
」
成
立
の
諸
前
提
　
　
　
第
一
節
　
国
衙
機
構
の
変
化
　
　
　
第
二
節
　
「
在
地
」
世
界
の
成
立
　
　
第
二
章
　
「
在
国
司
職
」
の
成
立
の
展
開
　
　
　
第
一
節
　
「
在
国
司
職
」
の
成
立
　
　
　
第
二
節
　
「
在
国
司
職
」
の
本
質
　
　
　
第
三
節
　
「
在
国
司
職
」
の
存
在
形
態
　
　
第
三
章
　
諸
国
「
在
国
司
職
」
の
消
長
　
　
　
－
陸
奥
国
　
H
安
芸
国
　
皿
周
防
国
　
W
出
雲
国
　
V
石
見
国
　
可
肥
　
　
　
前
国
　
W
筑
後
国
　
棚
豊
後
国
　
皿
日
向
国
　
X
薩
摩
国
　
　
第
四
章
　
「
在
国
司
職
」
の
歴
史
的
位
置
　
　
　
第
一
節
　
国
衙
機
構
と
「
在
国
司
職
」
　
　
　
第
二
節
　
国
衙
神
事
と
「
在
国
司
職
」
　
　
付
録
　
文
治
地
頭
研
究
史
－
史
料
編
1
　
な
お
、
付
録
は
氏
の
旧
著
『
研
究
史
地
頭
』
に
紙
数
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
、
む
し
ろ
『
研
究
史
地
頭
』
と
の
関
連
で
と
ら
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
筆
者
の
能
力
を
越
え
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
コ
メ
ン
ト
は
割
愛
す
る
。
『
研
究
史
地
頭
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
更
に
こ
れ
が
有
用
な
』「在国司職」研究序説関幸彦著『国衙機構の研究41
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
惜
ま
れ
る
。
　
先
ず
本
書
の
構
成
に
添
い
内
容
を
紹
介
す
る
。
　
序
章
の
研
究
史
の
整
理
に
続
き
、
第
一
章
は
「
在
国
司
職
」
成
立
の
前
提
を
国
衙
機
構
の
変
遷
と
い
う
制
度
史
的
側
面
と
そ
れ
に
対
応
す
る
在
地
構
造
の
変
化
と
い
う
実
態
面
か
ら
考
察
す
る
。
　
第
一
節
。
王
朝
国
家
期
を
国
司
（
国
衙
）
が
郡
司
の
有
す
る
共
同
体
機
能
を
吸
収
・
包
摂
す
る
段
階
と
さ
れ
、
当
該
期
の
国
衙
の
権
力
構
成
を
国
司
制
・
郡
司
制
の
相
互
連
関
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
結
果
、
国
司
制
に
関
し
て
は
、
①
十
世
紀
の
受
領
国
司
の
権
限
強
化
に
伴
い
、
任
用
国
司
は
国
務
よ
り
疎
外
さ
れ
、
遥
任
化
ま
た
は
在
庁
化
す
る
。
②
在
庁
官
人
は
、
元
来
在
地
土
豪
の
系
譜
を
引
く
官
人
代
た
る
在
庁
と
、
任
用
国
司
が
常
住
化
し
た
官
人
と
い
う
異
な
る
集
団
か
ら
な
り
、
在
庁
官
人
制
は
、
両
者
が
全
一
的
権
力
構
成
へ
転
化
す
る
こ
と
に
よ
り
十
一
世
紀
に
成
立
す
る
、
と
さ
れ
、
①
②
と
も
に
在
地
勢
力
を
国
衙
権
力
機
構
に
包
摂
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
衙
が
在
地
を
裳
握
せ
ん
と
す
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
①
は
在
地
有
勢
者
へ
の
国
司
の
称
呼
付
与
に
お
い
て
、
②
は
在
庁
と
官
人
の
対
立
状
況
の
存
在
に
よ
り
、
「
在
国
司
職
」
成
立
の
前
提
と
さ
れ
た
。
即
ち
「
在
国
司
職
」
は
在
庁
と
官
人
の
対
立
を
止
揚
す
べ
き
存
在
と
し
て
受
領
国
司
が
在
地
有
勢
者
中
に
設
定
し
た
も
の
と
さ
れ
た
。
郡
司
制
に
関
し
て
は
、
①
十
世
紀
の
郷
専
当
郡
司
制
畔
国
衙
官
人
郡
司
制
を
、
任
用
国
司
の
国
務
疎
外
が
一
般
化
す
る
中
で
任
用
の
職
務
を
担
い
国
衙
に
参
画
し
た
も
の
（
郡
司
の
在
庁
化
）
と
し
、
当
該
期
を
共
同
体
首
長
た
る
国
衙
官
人
郡
司
な
く
し
て
は
国
衙
権
力
が
作
動
し
え
な
い
段
階
と
す
る
。
②
十
一
世
紀
の
一
員
郡
司
制
に
つ
い
て
、
鈴
木
国
弘
氏
等
の
惣
郡
司
に
関
す
る
所
説
を
援
用
さ
れ
、
郷
司
・
郷
司
的
郡
司
を
一
郡
規
模
で
統
轄
す
る
存
在
と
し
て
国
司
が
郡
司
（
郷
司
）
よ
り
抜
擢
し
た
も
の
と
す
る
。
①
②
と
も
に
郡
司
層
の
国
衙
へ
の
包
摂
を
示
し
、
②
は
「
在
国
司
」
設
定
と
軌
を
一
に
す
る
と
さ
れ
た
。
　
第
二
節
。
①
当
該
期
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
在
地
郡
司
（
1
1
第
一
節
の
郷
司
的
郡
司
）
・
在
地
刀
祢
は
、
「
在
地
」
世
界
形
成
に
と
も
な
い
「
在
地
」
世
界
の
代
表
者
を
国
衙
が
「
在
地
司
」
と
し
て
把
握
し
た
も
の
で
、
国
使
の
非
法
を
在
地
法
を
通
じ
て
抑
止
す
る
存
在
で
あ
る
。
②
「
在
地
」
世
界
（
1
1
「
住
人
」
世
界
）
と
は
、
住
人
百
姓
等
解
に
み
ら
れ
る
如
き
旧
村
落
の
解
体
に
よ
り
生
成
し
た
「
住
人
村
落
」
、
及
び
在
地
法
の
形
成
に
も
と
ず
き
成
立
し
た
。
③
「
住
人
」
世
界
は
村
落
規
模
・
荘
郷
規
模
・
国
郡
規
模
の
三
類
型
が
あ
り
、
各
々
に
百
姓
名
主
・
村
落
領
主
・
在
地
領
主
が
対
応
す
る
。
④
国
郡
規
模
住
人
の
国
衙
機
構
へ
の
結
集
が
国
司
の
不
在
化
を
可
能
に
す
る
国
衙
機
構
の
強
化
（
留
守
所
制
の
成
立
）
を
も
た
ら
す
。
以
上
の
四
点
（
直
接
的
に
は
④
）
を
前
提
と
し
て
「
在
国
司
職
」
の
成
立
を
論
ず
る
。
　
第
二
章
第
一
節
。
所
職
化
以
前
の
「
在
国
司
」
を
在
地
性
（
在
庁
）
と
官
人
性
（
任
用
国
司
）
相
互
の
止
揚
概
念
と
し
た
上
で
「
在
国
司
職
」
の
成
立
を
国
司
の
職
責
を
在
地
で
執
行
す
べ
き
国
司
職
の
成
立
と
そ
の
世
襲
化
（
国
司
の
所
職
化
）
と
理
解
し
、
在
庁
統
轄
者
的
性
格
を
指
摘
す
る
。
　
第
二
節
。
「
在
国
司
職
」
の
本
質
を
神
祇
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
部
門
を
担
当
す
る
事
に
求
め
、
そ
の
前
提
と
し
て
「
在
地
」
世
界
に
お
け
る
共
同
体
慣
行
内
に
お
け
る
実
力
（
具
体
的
に
は
神
主
・
神
官
等
の
身
分
）
を
指
摘
す
る
。
　
第
三
節
。
前
二
節
を
ふ
ま
え
、
東
国
に
お
い
て
も
三
浦
介
等
の
「
在
国
司
」
的
実
態
を
有
す
る
者
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
東
国
に
「
在
国
司
職
」
が
み
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
受
領
が
土
着
化
し
た
豪
族
的
領
主
の
存
在
に
よ
り
、
①
在
庁
職
が
細
分
さ
れ
ず
彼
等
の
下
に
一
元
的
に
集
積
さ
れ
た
、
②
国
司
の
不
42
在
化
自
体
が
問
題
と
さ
れ
ず
「
在
国
司
」
概
念
が
生
ま
れ
に
く
か
っ
た
、
等
の
東
国
の
特
殊
性
に
よ
る
と
し
、
在
国
司
が
西
国
に
特
有
の
存
在
と
す
る
牛
山
佳
幸
氏
を
批
判
さ
れ
た
。
　
第
三
章
は
「
在
国
司
職
」
の
所
見
の
あ
る
国
の
個
別
分
析
。
基
本
的
に
は
第
二
章
の
所
論
を
追
認
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ
わ
せ
て
史
料
・
参
考
文
献
等
の
基
礎
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
。
「
在
国
司
」
が
国
府
周
辺
に
別
名
を
大
規
模
に
集
積
し
た
こ
と
、
守
護
兼
帯
の
事
例
の
存
す
る
こ
と
な
ど
、
「
在
国
司
職
」
を
有
す
る
有
力
在
庁
の
動
向
・
消
長
を
詳
述
し
、
興
味
深
い
指
摘
や
事
実
が
多
く
見
ら
れ
る
。
　
第
四
章
。
前
三
章
を
ふ
ま
え
、
「
在
国
司
職
」
の
中
世
前
期
国
衙
権
力
機
構
上
の
意
義
を
総
括
す
る
。
　
第
一
節
は
政
治
経
済
面
。
王
朝
国
家
期
の
国
衙
が
国
司
制
・
郡
司
制
が
統
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
「
在
国
司
」
が
こ
の
矛
盾
を
止
揚
し
一
般
在
庁
官
入
を
統
轄
す
べ
く
国
司
（
受
．
領
）
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
「
在
地
系
目
代
」
と
も
称
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
度
強
調
し
、
「
在
国
司
職
」
を
中
世
的
国
衙
機
構
成
立
の
中
核
と
位
置
づ
け
る
。
　
第
二
節
は
神
祇
面
の
概
括
。
①
「
在
国
司
職
」
の
神
事
統
轄
機
能
は
国
司
が
令
制
下
有
し
た
諸
国
神
祇
統
制
機
能
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
「
国
司
職
」
の
名
辞
よ
り
論
じ
、
②
国
衙
神
事
へ
の
参
加
は
在
庁
官
人
の
身
分
表
徴
で
も
あ
り
、
「
在
国
司
」
は
国
衙
神
事
統
轄
指
揮
権
の
行
使
を
通
じ
て
在
庁
官
人
等
の
国
衙
機
構
へ
の
結
集
条
件
を
作
り
出
し
た
こ
と
、
③
一
宮
制
の
成
立
は
郡
司
が
掌
握
し
て
い
た
在
地
神
祇
を
国
衙
権
力
の
下
へ
包
摂
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
在
国
司
」
は
神
祇
面
に
お
い
て
も
国
司
制
・
郡
司
制
の
矛
盾
を
止
揚
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
、
を
論
ぜ
ら
れ
る
。
　
関
氏
の
主
張
の
概
略
を
述
べ
た
。
氏
の
論
理
展
開
は
複
雑
で
、
文
章
も
難
解
と
い
え
、
氏
の
意
図
を
と
り
違
え
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
る
が
筆
者
の
理
解
し
た
と
こ
ろ
を
記
し
た
。
氏
の
研
究
は
、
中
世
国
衙
機
構
の
権
力
編
成
の
周
題
を
具
体
的
に
論
じ
、
一
般
論
に
高
め
た
も
の
と
い
え
る
が
、
先
ず
こ
の
点
を
評
価
し
た
い
。
従
来
の
国
衙
機
構
研
究
は
平
安
期
の
制
度
史
的
考
察
が
大
半
を
占
め
、
鎌
倉
期
に
関
し
て
は
在
地
領
主
の
共
同
収
取
機
構
と
す
る
抽
象
論
の
域
に
止
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
権
力
編
成
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
直
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
最
有
力
在
庁
た
る
「
在
国
司
職
」
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
中
世
国
衙
機
構
を
王
朝
国
家
期
の
展
開
と
し
て
理
解
さ
れ
る
視
角
も
支
持
さ
れ
よ
う
。
　
次
に
若
干
の
疑
閣
点
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
　
第
一
点
は
、
国
衙
機
構
に
関
す
る
諸
問
題
を
専
ら
在
国
司
と
の
か
か
わ
り
で
の
み
論
じ
ら
れ
た
こ
と
。
王
朝
国
家
期
の
国
衙
機
構
に
つ
い
て
、
郡
司
．
在
庁
官
人
・
国
使
・
「
所
」
等
、
従
来
の
研
究
史
で
問
題
と
さ
れ
て
き
た
点
に
言
及
さ
れ
な
が
ら
、
受
領
国
司
や
他
の
国
衙
構
成
員
各
々
の
展
開
を
顧
慮
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
全
て
が
在
国
司
職
成
立
の
前
提
と
し
て
の
み
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
鎌
倉
期
の
在
国
司
職
に
つ
い
て
も
他
の
在
庁
職
と
の
機
能
的
連
関
が
問
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
国
衙
機
構
総
体
の
展
開
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
在
国
司
職
自
体
の
性
格
も
不
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
題
は
次
に
述
べ
る
第
二
の
疑
問
点
と
も
か
か
わ
る
。
　
第
二
点
は
国
司
制
・
郡
司
制
の
矛
盾
を
国
衙
機
構
の
展
開
、
在
国
司
職
の
成
立
の
要
因
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
。
関
氏
の
国
司
制
・
郡
司
制
の
矛
盾
に
関
す
る
認
識
は
石
母
田
正
氏
の
コ
個
の
権
力
機
構
や
制
度
の
成
立
の
合
法
則
性
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を
、
そ
の
時
代
の
歴
史
的
条
件
と
そ
こ
に
お
け
る
特
質
的
矛
盾
か
ら
理
解
」
す
べ
し
と
の
指
摘
に
基
き
、
こ
の
・
「
特
質
的
な
矛
盾
」
を
国
司
制
・
郡
司
制
間
に
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
矛
盾
を
機
構
内
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
制
度
史
的
考
察
に
重
点
を
置
か
れ
た
こ
と
は
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
国
司
制
の
特
質
を
官
人
性
、
郡
司
制
の
特
質
を
在
地
性
と
置
き
か
え
、
各
々
を
律
令
的
性
格
・
非
律
令
的
性
格
と
看
倣
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
規
定
を
王
朝
国
家
期
以
降
に
対
し
て
も
一
律
に
あ
て
は
め
ら
れ
た
こ
と
は
首
肯
し
え
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
氏
の
論
点
に
添
っ
て
少
し
詳
し
く
考
え
て
み
る
。
　
在
庁
官
人
制
の
成
立
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
国
司
・
郡
司
の
関
係
の
検
討
に
よ
り
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
国
司
（
国
衙
）
に
よ
る
郡
司
機
能
の
包
摂
を
在
庁
官
人
制
成
立
の
要
因
と
す
る
理
解
は
既
に
通
説
化
し
た
如
く
で
あ
る
。
こ
の
「
包
摂
」
に
つ
い
て
、
関
氏
は
十
世
紀
以
降
も
一
貫
し
て
郡
司
等
在
地
土
豪
層
の
支
配
力
優
越
を
主
張
さ
れ
、
こ
れ
を
前
提
に
彼
ら
の
国
衙
構
成
員
化
（
在
庁
化
）
を
説
か
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
在
地
の
変
動
に
よ
る
郡
司
支
配
力
低
下
、
郡
司
の
排
除
に
よ
る
国
使
の
在
地
直
接
支
配
を
主
張
す
る
見
解
も
存
す
る
。
関
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
国
衙
官
人
郡
司
制
・
在
地
郡
司
制
、
及
び
「
在
地
世
界
」
の
成
立
を
論
ず
る
こ
と
に
よ
り
批
判
を
加
え
ら
れ
た
。
確
か
に
国
使
の
支
配
力
の
強
さ
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
は
誤
り
で
、
在
地
郡
司
に
よ
る
在
地
法
を
通
じ
た
国
使
非
法
の
抑
止
を
主
張
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
「
国
司
代
」
「
国
目
代
」
「
在
地
郡
司
」
等
の
名
辞
そ
の
も
の
を
主
要
な
根
拠
と
さ
れ
、
郡
司
が
行
使
す
べ
き
権
能
に
つ
い
て
は
、
前
代
の
共
同
体
首
長
の
権
能
を
そ
の
ま
ま
不
変
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
、
在
地
構
造
の
変
化
と
対
応
す
る
支
配
形
態
・
具
体
的
機
能
を
ふ
ま
え
た
議
論
と
は
看
倣
し
が
た
い
。
負
名
体
制
下
の
具
体
的
徴
税
方
式
を
ふ
ま
え
た
国
使
論
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
有
効
性
を
欠
く
と
考
え
る
。
（
尚
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
掲
け
ら
れ
た
長
保
二
年
十
一
月
七
日
東
大
寺
返
抄
の
解
釈
に
は
疑
問
が
あ
る
。
）
当
該
期
の
国
衙
機
構
を
考
え
る
上
で
必
要
な
こ
と
は
、
国
衙
に
よ
る
郡
司
機
能
の
包
摂
と
い
う
抽
象
的
指
摘
で
は
な
く
、
受
領
国
司
－
国
使
と
郡
司
各
々
の
在
地
支
配
の
質
的
差
異
を
具
体
的
機
能
に
即
し
て
検
討
し
、
そ
の
王
朝
国
家
的
特
質
を
探
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
こ
の
点
に
関
す
る
私
見
は
『
学
習
院
史
学
」
二
三
号
所
収
拙
稿
参
照
）
　
関
氏
は
在
庁
官
人
制
及
び
在
国
司
職
成
立
の
前
提
と
し
て
、
任
用
国
司
の
官
人
性
を
強
調
さ
れ
る
。
即
ち
、
在
庁
官
人
制
が
確
立
し
た
時
点
に
お
い
て
も
な
お
在
庁
（
在
地
性
）
と
官
人
（
官
人
性
）
の
矛
盾
を
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
、
氏
が
根
拠
と
さ
れ
た
十
二
世
紀
の
二
例
か
ら
は
、
在
庁
・
官
人
両
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
に
異
質
性
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
他
に
具
体
的
対
立
状
況
や
質
的
相
違
を
示
す
史
料
は
見
出
せ
な
い
。
「
官
人
」
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
国
衙
機
構
内
の
権
力
編
成
を
示
す
も
の
と
す
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
任
用
国
司
の
肩
書
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
依
然
と
し
て
律
令
制
的
官
人
性
を
も
有
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
は
首
肯
し
え
な
い
。
彼
ら
が
果
た
す
と
さ
れ
る
「
国
司
の
職
責
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
評
者
は
「
在
庁
」
「
官
人
」
間
に
在
国
司
職
成
立
の
要
因
と
な
り
う
る
矛
盾
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。
ま
た
、
受
領
国
司
を
こ
の
矛
盾
の
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
も
疑
問
を
感
ず
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
氏
の
論
ぜ
ら
れ
る
「
官
人
性
」
「
在
地
性
」
（
及
び
国
司
制
・
郡
司
制
）
は
、
そ
の
内
容
に
疑
問
が
あ
り
、
両
者
間
に
矛
盾
を
見
出
し
こ
れ
を
軸
に
国
衙
機
構
を
考
え
る
こ
と
は
、
国
衙
機
構
及
び
国
内
支
配
体
制
の
当
該
期
独
自
の
展
開
を
か
え
っ
て
見
失
わ
せ
る
も
の
と
考
え
る
。
　
第
三
点
は
「
在
地
”
住
人
世
界
」
に
つ
い
て
。
関
氏
は
「
在
地
1
1
住
人
世
界
」
44
の
成
立
に
伴
い
、
国
衙
が
「
在
地
司
」
を
通
じ
て
「
住
人
村
落
」
を
一
元
的
に
支
配
し
え
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
「
住
人
世
界
」
成
立
の
根
拠
と
さ
れ
た
住
人
百
姓
等
解
は
、
い
ず
れ
も
国
使
へ
の
抵
抗
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
在
地
司
」
も
住
人
等
を
編
成
し
え
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
そ
こ
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
は
寺
社
権
門
に
よ
る
住
人
編
成
の
進
行
、
領
域
支
配
へ
の
志
向
性
で
あ
る
。
「
在
地
司
」
が
彼
ら
の
一
定
の
影
響
力
を
前
提
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
う
る
。
し
か
し
国
衙
に
よ
る
在
地
司
を
通
し
た
在
地
一
元
支
配
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
権
門
に
よ
る
在
地
編
成
を
考
慮
す
る
余
地
を
な
く
す
こ
と
に
な
り
、
荘
園
公
領
制
の
成
立
を
か
え
っ
て
解
き
難
く
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。　
氏
の
「
住
人
世
界
」
の
三
類
型
論
は
、
在
国
司
職
成
立
と
「
住
人
村
落
」
の
形
成
と
い
う
在
地
の
動
向
と
の
対
応
関
係
を
説
明
す
る
鍵
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
主
と
し
て
「
郡
住
人
」
「
国
住
人
」
と
い
う
語
の
存
在
に
よ
り
類
型
化
さ
れ
て
い
る
点
、
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
「
国
規
模
在
地
」
の
想
定
に
よ
り
在
地
国
司
H
在
国
司
と
す
る
こ
と
も
理
解
し
に
く
い
。
住
人
世
界
の
三
類
型
と
百
姓
名
主
・
村
落
領
主
・
在
地
領
主
と
い
う
中
世
前
期
の
階
層
構
成
の
対
応
関
係
を
説
か
れ
る
が
、
一
方
で
「
住
人
村
落
」
を
中
世
村
落
の
前
提
と
な
る
過
渡
的
な
段
階
と
さ
れ
る
。
「
住
人
1
1
在
地
」
世
界
の
実
態
、
歴
史
的
性
格
と
も
に
理
解
が
む
ず
か
し
く
、
こ
れ
と
国
衙
の
編
力
編
成
の
問
題
を
性
急
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感
ず
る
。
前
述
の
国
使
研
究
が
在
地
領
主
制
成
立
過
程
の
再
検
討
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
更
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
関
氏
の
王
朝
国
家
期
の
国
衙
機
構
の
展
開
に
関
す
る
理
解
に
は
疑
問
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
在
国
司
職
の
位
置
づ
け
は
必
ず
し
も
説
得
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
　
在
国
司
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
、
国
衙
神
事
と
密
接
に
関
連
す
る
と
の
指
摘
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
颪
ち
に
在
国
司
職
の
本
質
と
看
倣
す
こ
と
は
躍
躇
さ
れ
る
。
国
衙
神
事
執
行
に
お
け
る
諸
在
庁
、
神
官
等
役
割
を
個
別
事
例
に
即
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
在
国
司
職
の
地
域
性
に
つ
い
て
は
、
西
国
特
有
と
さ
れ
る
牛
山
氏
を
批
判
さ
れ
、
在
国
司
的
実
態
の
存
在
と
い
う
形
で
一
般
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
王
朝
国
家
期
国
衙
機
構
に
関
す
る
先
述
の
図
式
に
も
と
つ
く
理
解
で
あ
る
。
現
実
の
国
衙
機
構
の
展
開
は
国
内
に
お
け
る
諸
在
庁
、
権
門
、
在
地
の
動
向
に
規
定
さ
れ
て
様
々
で
あ
り
、
在
国
司
（
的
実
態
）
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
国
衙
の
権
力
編
成
を
考
え
る
上
で
、
有
力
在
庁
た
る
在
国
司
職
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
が
、
国
衙
機
構
の
地
域
的
多
様
性
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
在
国
司
職
の
役
割
を
更
に
明
確
化
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。　
否
定
的
な
言
辞
を
つ
ら
ね
、
な
い
も
の
ね
だ
り
に
終
始
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
で
書
評
を
終
え
る
。
国
衙
機
構
研
究
が
困
難
な
段
階
に
来
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
非
建
設
的
な
形
で
し
か
関
氏
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
関
氏
の
御
宥
恕
を
請
う
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
四
年
十
二
月
刊
、
吉
川
弘
文
館
、
五
〇
〇
〇
円
V
関
　
幸
彦
　
一
九
七
五
年
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
　
一
九
八
四
年
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
　
取
得
　
こ
の
間
一
九
七
七
年
四
月
か
ら
八
〇
年
三
月
ま
で
助
手
と
し
て
勤
務
　
現
在
文
部
省
教
科
書
調
査
官
